
1 はじめに

製作において私自身長い間、油彩のみを使用してきナこ。基底材も既成のキャンバスを用い、絵の

具も当然のごとく油絵の具を使って描いている。ところが、最近の絵画展を鑑賞してみると、表現

技法に多様の工夫がなされており、特にモチーフを写実的に扱い自己表現をしている絵画には、テ

ンペラ画の使用も数多く見られるようになっ九。私自身の製作活動の上からも、教師としての専門

性を培う上からも是非学ぶ必要があることを感じていたところ、幸い筑波大学の石井武夫助教授の

もとで、研修する機会力導えられナこ。更に、佐藤一良院媛陳京芸術大学)の特講も受講させてい

ただく機会を得た。テンペラ画も、その混合技法も、ほんの基礎的な一端にすぎないが、両先生の

ご指導を無にしないよう、これを契機に自分なりに研究を進め、工夫しながら今後に役立て九いと

思っている。

1 テンペラ画の由来(Tenpere)

テンペラの起源は定かではないが、油絵発明以前の古代及び中世の絵画の多くがテンペラ画とさ

れている。

古代エジプトやバビロニャ、あるいは初期ギリシャ時代の壁画、またビザンチンの宗教画の多く

にこの技法が用いられている。特にイタリャで多継し九フィレンシェ派のチマーブa240頃~1302

以後)はビザンチンの画家から、この技法を学んだといわれている。ま九、14世紀のシェナ派の画

家九ちも優れた作品を残している。 a4世紀に固着剤を必要としないフレスコ画が広く普及するに

及んで、それと区別するために固着剤を用いる画家をテンペラとよんだ。)

初期のテンペラ画の技法は単純であるが、骨の折れるもので、しは'しは釡箔を使っていた。ドゥ

ソチオ・ディ・ブオニンセグナ(「使徒召集」)は、構図をかき、金箔を張り、直接そこにテンペ

ラを塗っ九ものと思われる。

自然主義の勃興とともに金箔の使用はすた才L フラ・アンジェリコa3釘頃~1455)やピエロ

デラ・フランチェスカa410頃~1492)の初期の作品で、金粉をべースに混ぜる程度になる。

「降誕」を描く頃の円熟したピエロになると、金は全く使われなくなり、ゲッソの地塗りの上に

直接、純粋なテンペラ・エマルジョンを塗るようになる。

15世紀後半にオランダからイタリア、その他へ広まっナこ油絵の具への移行は、それ自体テンペラ

の製ヨ杉であり、ヴァン・アイクa422年から制作~144Dやイタリアのアントネロ・ダメッシーナ

a430 ~1479)のような』防の技法の信奉者ナこちの油絵は、ほとんど卵のエマルジ.ンに油を加え

て延は'したものは'かりである。

西洋画にみられる古典技法の研究

テンペラ及ぴ油絵による混合技法

桑 本 子
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時代によってテンペラの使用方法がどう変ってきナこかについては

専門家の間でも意見は一致していない。しかし、ドゥッチオ(1255

~1319)の「盲人をいやすキリスト」やピエトロ、ロレンツェッテ

イ a320~1345に制作)の「聖母と天使」は14世紀初期の傑出し

た作品例である。

桑 本
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15世紀の作品には、油性のものや樹脂分が添加され

ていることが多く、フラ・アンジェリコも混ぜた可能

性があり、ピエロ・デラ・フランチェスカは十中八九

入れていナこようである。ピエロは、テンペラで始め、

その上に油性のエマルジ.ンで、あるいは油だけ使っ

て艶を出す、という後に広まった十七世紀まで使われ

^

゛

ていナこ技法を使っていナこといわれる0 サンドロ'ボッサンドロ.ボ'、ーチェノレリ作
「ヴィーナス誕生」チェリの「ヴィーナスの誕生」に見られる技法は、多

くの現代画家によって利用されている。彼は、下塗りの上に寒色の中間トーンでまとめ上げている。

北ヨーロッパの画家ナこちも、当時のフィレンツェの画家と同様、一種のテンペラをべースにして

製作してい九ことはほほ間違いないと思われる。

北アメリカでは、テンペラが200年にもわ九って人気を保っている。

現代画家では、アメリカのべン・シャーン(1898~ 1969)、アンドリュー・ワイエス a917 ~

)、イギリスのエドワード・ヴォズワース a899 ~ 1949)、バーナード・コーエン(1933

~)などの多くの現代画家によって使われている。

日本では、室町時代の金箔を張っ九障壁画に、テンペラの技法と同様のものを見ることができる。

ザビエルが宗教画と共に伝達してき九のではないかとも想像される。絹にドーサを引き、クレドー

ルとして「さん」があり、炭酸カルシューム(白)は貝から使用し九のではあるまいか、と思われ
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「ノレチェライa浬母」
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る。(石井先生の講義より)

皿テンペラ画の特徴

1.テンペラ画とは

今日で言うテンペラとは、一言で言うと、「卵で顔料を練って作っナこ絵の具」もしくは、「こ

の絵の具を用いて描い九絵画の技法」の意味で使うのが最も一般的のようである。

テンペラは即座に乾き、ごく簡単にはがすことができ、しかもほかの媒質では技術的にとても

できにいような方法で強化することができる。テンペラはかなり広い技法が可能な柔軟性を備え

ているわけである。

物性はアクリルに似ているが、視覚的には全く別の効果を見せる。筆で塗る方法は、柔らかい

鉛筆でデッサンをするのにイ以ている。

絵の具を用意して描き始め九ら、製作を続けないと絵の具が乾いてしまう。しかし、これはか

ならずしもテンペラの欠点、ではない。卵黄のテンペラの表面は柔ら力K、きめがこまかく、油絵

のように、年月を経て黒ずんだりしない。(卵と油のエマルジ,ンはかならずしもそうではないD

テンペラと油絵の大きな違いは良い効果を生み出すナこめに、テンペラの方は「生卵と水と乾燥

し九顔料」から絵の具を作らねばならないことである。

2.テンペラ画の効果

(1)タッチの多様さによって、深みのある画面ができる。(主としてハッチングによる)

何度でも繰り返し筆で描いナこり、陰影をつけナこり、点描したり、削り落したりできる。絵の

具自体の性質から一度に厚く塗れないから、何度も塗り重ねるわけで、その効果によって複雑

で深みのある画面ができるのである。

(2)乾きが早い、扱いやすい。

絵の具は薄く塗らねぱならないが、乾燥が早く、何層でも塗り重ねられる。

③美しい画面が長時間堅牢に保てる。

油絵の具のように長い年月かかると黒ずんだりしないで、美しい色彩は長く、そのままの状

態で保たれる。

西洋画にみられる古代技法の研究

Ⅳテンペラのエマルジョンの種類

卵テンペラの使用は古代まで遡る。卵黄テンペラについてはチェンニーニなどにより中世の処

方篝で行われており、それだけを水で希釈して使われ、板絵及壁画に用いられ九。今日において

もなお卵テンペラは最も使用されることの多いテンペラであり、それは油分を含むことによって、

接合能力が強化されている。卵テンペラは脱1旨地によく付着するし、まナこ一定の比率のもとで、

生乾きの油絵の具にも付着する。さらに、カゼインテンペラと混合しうるというすこぶる多方面

に用いられる。水に文寸する耐久性も高く、しなやかで柔らかい筆致と弱い輝きを与えられる。脱

脂地において最も美しい効果力滑られる。
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酪素である新鮮な白色の凝乳はボロボロの弱い固まりである。それを「練り坂」の上ですりつ

ぶし、約5倍の消灰石を加えると、直ちに流動体となり卵のように乳化する。それを水で希釈す

る。

カゼイン画はカゼイン地が一番確実であるが、もちろん木板、ニカワ地にもよい。顔料を少量

の水で練りあわせ、それに1:3の割合で水で希釈し九カゼイン溶液を混ぜる。さらに解く場合

は水を加える。 1:3の比率は最も好ましいものと証明されている。(デルナー研究所)

2.ゴムテンペラ

ゴムは水溶性で揮発油、脂肪油には溶けず、樹脂と異なる。1容量の粉末状ゴムを2容量の熱

湯の中に入れる。この硬流体ゴム溶液は卵テンペラと同じ方法で脂肪油と乳化する。そして、こ

のゴム粘液の2倍量まで油を加えることができるが、卵のような油との親和性はもっていない。

3.石鹸テンペラ

これは工芸絵画に使用されることが多い。あるエマルジ.ンの乳化がうまくいかないときに、

石鹸を加えて、よく乳化させることがある。石鹸を加えると長時問水容性で、いつまでも'這取

れる状態がつづく。

しかし、多くの石鹸は中性石鹸ではなく、強アルカリが絵の具を侵し、その結果暗変する。特

に石鹸は危険である。

4.虫胤テン^ラ

蝋乳濁液は白色の純粋な密蜘5gをV4リットルの熱湯で融解させる。それに微量の水で撹梓

し九10gの鹿角塩(炭酸アンモニュウム)を加える。沸騰するまで煮沸してから、冷えるまで何

回も撹拝する。

5.その他

チマーブの頃は、卵黄ないし、卵を撹拝して、そのなかでいちぢくの軟らかい枝をすり潰し、

卵と混ぜたいちぢくの孚憾で顔料を溶いて、作品を製作し九。

桑 本 子

V 技法演習の実際

基底材には下記に示すように、木板を使用して作製する場合と、麻布を木枠に張って使用する場

合がある。テンペラの場合基底材がきちんと作られていることが大変大切な要素になるのである。

そこで、材料として地塗りから研磨までを111頁序をおって述べていきナこい。
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材料

準 備

0パーティクルボード(ま九は積層合板、ハーカム合板) 0薄綿布味晒し天竺木綿

シーチング、まナこはガーゼ) 0洋腰 0重質炭酸カルシウム(ま九は胡粉、硫酸カルシウ

ム) 0亜鉛華(まナこはチタン白) 0軽石粉(天然盛士・白) 0水 0和紙

0はさみ(まナこはカッターナイフ) 0研磨紙(サンドペーパー 120~180番・280~320

番、耐フkぺイパー220~280番・ 400~700番) 0刷毛(軟毛平筆) 0画鋲 0ビー

カー 0木べら 0鋸 0ぼろ布 0アセトン 0ボール 0温度計 0こん炉 0湿っ

九布 0霧吹き

西洋画にみられろ古典技法の研究

用具

木地を用いる地塗り

白

①木板切断

亜 地1

②木板調整

パーティクルポードは堅いので、そ才博用の鋸。電動丸鋸を用いる。

③前腰塗り

パーティクルボードの表面に水を塗る。乾燥後、その表面と側面を

研磨(サンドペーパー 120~ 180番、耐水ぺイパー 220~鴉0番)

する。アセトンなどで表面の汚れを'、き取る。

④研

1リットルの水に70gの腰を膨潤・湯煎する。

一晩膨潤させ、摂氏60度以下で湯煎する。この腰水を、摂氏30~35

度位まで冷まし、木板に均等に塗る。

磨

⑤ a布貼り

前腰塗りを乾燥させる優半日、冬一日)。乾燥後、研磨する(サ

ンドペーパー120 ~180 番、耐水ペーパー 220 ~ 380番)

作業過

1谷量

1谷量

1谷量

水をボールに注ぎ、軽石粉と炭酸カルシウムを振り込み入れる。

浸透し九後に、木べらなどでよく混ぜ、水を加える。この握物はク

リーム状であり、あまり薄く塗ってはいけない。軽石粉は木板と布

地の接着を確実にする。

その上に、あらかじめ水に浸しておいナこ布地(薄い天竺木綿)を木

板に貼り、その上にもう1度この練り物を薄く塗る。布地はすくな

腰フk (1リットルのフkに70g の腰)

軽石粉+重質炭酸カルシウム

水

ノぐーティク
ノレボート

鋸
刷毛

研磨紙
ぽろ布
アセトン

ビーカー

こん炉

温度計
ポ'ール

刷毛

研磨紙
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木べら
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くとも10C位支持体よりも大きく裏側に回して、この練り物で接着

する。大寸法の木板の場合反りを防ぐ九め裏面も同様に布地を貼る。

風通しの良い所で乾燥させる。

桑

<布地の切断図>

本

^

⑥ a地塗り

子

ビーカー

ポ'ーノレ

木へら
こん炉

研磨紙
湿っ九布

(表面)

1谷毘

1谷里

1容量

1谷里

カットすろ

腰水

重質炭酸カルシウム(硫酸カルシウム)

亜鉛華(チタン白)

水

地塗りの前に、研磨する(サンドペーパー 120~ 180番、耐kペー

パー220 ~ 380番)。腰フkをボーノレ1こ注ぎ、炭酸カルシウムと亜鉛

華を振り込み入れる。浸透し九のちに、木べらなどでよく混ぜ合わ

せ、水を加える。ニ~三層塗り重ねる。一層目と二層目の刷毛目は

交差するようにする。乾燥後、研磨する(サンドペーパー280~320

番、耐水ペーパー400~700番)。ニ~三層の地塗りと研磨の作業

を数回繰り返すことによって、鏡面のような平滑さ力町昇られる。

(裏面)

⑤ bネ氏貼り 和紙(石州紙など)を木板よりもやや大きく裁断する。紙貼りの直

前に、霧吹で禾畔氏を濡らす。木板に、③で用い九腰水を塗る。それ

から、和紙を前方より手前の方向に、乗せるようにして貼っていく。

空刷毛で、空気泡力注じないよう押える。木板の四側面に紙を折り、

貼り込む。腰水を和紙上に塗る。乾燥後、軽く研磨する。

⑥ b地塗り 1谷量

1谷風

1容量

70

ボールの中で2つの顔料を混ぜ、少量の暖め九謬水を加え、塊を解

く。それから、残りの腰水を加える。ゲル化直前の温度にしておけ

ば、泡立ちが避けられる。出来上がっ九ら、そのままにしておき、

使用30分前に暖める。木板上を一方向にへらを走行させ、薄く塗る。

腰水

重質炭酸カルシウム

亜鉛華は九はチタン白)

研磨紙
ボーノレ

ビーカー

木べら
刷毛

研磨紙

和紙
はさみ

霧吹き
空刷毛
刷毛

研磨紙

京



その塗りがくすんでき九ら方向を変え、さらにへら塗りする。四~

五層塗り重ねる。 2日乾かし、研磨する。さらに、濡らしナこ布を丸

め九もので擦ると、象牙のような表面になる。

西洋画にみられる古典技法の研究

材料

準 備

0木枠 0亜麻布 0洋腰 0重質炭酸カルシウム(ま九は胡粉) 0亜鉛華(またはチ

タン白) 0鉛白 0スタンド亜麻仁油(6号)はたは日光で濃縮した亜麻仁油 0重

晶石(ブラン・フィックス) 0テレピン油 0水

0木槌 0キャンバス釘 0金槌 0鉛筆HB 0はさみ(カッターナイフ) 0金ブラ

シ 0毛ブラシ 0ボール 0ブンゼンバーナー 0ビーカー 0木へら 0熊刷毛、豚

刷毛 0研磨紙 0釘抜き 0キャンバス張り器 0大理石練り板 0大理石練り棒

0パレットナイフ(ま九はぺンティングナイフ) 0こん炉 0雑巾

用

麻布を用いる地塗り

白亜地・乳濁液地・油地

①木枠組立て

②亜麻布張り 裁断し九亜麻れ剥)織り目の一本を追い、鉛筆でなぞり線引きをする。

線の長さは木枠の縦と横の長さに揃え、枠取りをする。鉛筆は樮形

に削り、通常、線を引く逆方向に動かしながら織り目を滑らす。

縦糸は横糸よりもよく伸びるので、注意する。四隅を先ず釘打ちす

るが、釘頭を浮かす。 3~5C.問隔で打っていく。

③毛羽焼き

作業過程

④前腰塗り

金ブラシで亜麻布を毛羽立九せ、バーナーで毛羽を焼く。空気量を

多くして、火力を強め、バーナーを水平に持ち、手前から焼いてい

く。

⑤研

1リットルの水に70~ 10ogの腰を膨潤させ、摂氏60度以下で湯煎

する。この腰水を、摂氏30~35度位まで冷まし、亜麻布に均等に塗

る。亜麻面に、水力深み通らないように注意する。

磨 前腰塗りを乾燥させる。(夏半日、冬一日)研磨紙を軽くかける。

(水ペーパー 240番、サンドペーパー 130番程度)

木枠
木槌

亜麻布
はさみ

鉛筆HB

キャンバス釘
張り器

金槌
釘抜き
金ブラシ

毛ブラシ

ノゞ^:ナー^

ビーカー

こん炉

雑巾
洋腰
水

研磨紙
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⑥ a白亜地 1容量腰水 a りツトルの水に70gの腰)

1容量重質炭酸カルシウム(ま九は粉)

1容量亜亜鉛華(またはチタン白)

2~3容量水

桑

水をボールに注ぎ、炭酸カルシウムと亜鉛華を振り込み入れる。浸

透し九後に、木べらなどでよく混ぜ、水を加える。 2容量の水の場

合には二層塗り、 3容量の場合は三層塗りとなる。一層目の塗りが

乾燥し九ら、刷毛目力淡差するように、二層目の塗りを行う。刷毛

目は、豚毛の軟らかいものがよい。

本

⑥ b乳濁液地

子

1容量腰水 a りツトルの水に70g の腰)

1容量重質炭酸カルシウム(ま九は胡粉)

1容量亜鉛華(ま九はチタン白)

0.5容量スタンド亜麻仁油6号

0.5~1容量水

⑥aの白亜地の場合と同様に、艝水と炭酸カルシウムと亜鉛華を混

ぜ合わせる。撹拝しながら油を滴下していく。マヨネーズのように

なっ九ら、水を加える。ニ~三層交差するように、刷毛塗りをする。

刷毛は剛毛のものが使い易い。

⑥ C 油地 10谷量

1谷量

2谷量

1谷量

ポーノレ

木槌

鉛白

重晶石(ブラン・フィックス)

スタンド亜麻仁油6号

テレピン油

大理石板上で、 2種類の顔料を混ぜ合わせる。少量ずつ取り出し、

そこに少しずつスタンド亜麻仁油を加え、バレットナイフで混ぜ合

わせる。それから、大理石棒で練り合せる。顔料に微量のテレピン

油を加えて、湿らすと作業が早まる。出来上がりは非常に硬練りな

ので、熊刷毛で塗れる程度まで、テレピン油で希釈してから、一層

目の地塗りを行う。一週間後に、テレピン油なしで二層目の地塗り

を行う。厚い地塗りを必要とするなら、三週間後パレットナイフを

用いて、塗る。数ケ月以上乾繰させてから使用する。

⑦研 磨

練り板
練り棒
ノぐレット

ナイフ

地塗りの乾燥後、軽く研磨し(水ペーパー240番前後サンドペーパ

180番前後)をかける。

研磨紙
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今回は木板を基底材とし、卵テンペラ絵の具と油絵の具の併用による混合技法の演習をし九。

1.各種溶材の処方笑

A、ダマール樹脂溶液①(Cの卵テンペラ溶材・Eの油絵の具溶材)

ダマール樹脂lgにたいし、揮発性油1~2皿1

B、ダマール樹脂溶液②(針擬層、中間ワニス)

ダマール樹脂19に九いし、揮発性油3~4ml

C、卵テンペラ樹オ

西洋画にみられろ古典技法の研究

混合技法における

各種溶材の処方笙

1容量一・ー・鶏卵(卵黄+卵白く薄い膜を全矧瞰り、撹梓する>)

1容量・・ーー油性分(例えば、ダマーノレ樹脂溶液①70%+スタンド亜麻仁油釦%)

2~4容量一・・・水(あるいはゼラチンまナこは、腰の5%溶液、ホノレマリンの 2%水溶液、

明ばんの10%水溶液)

D、油絵の具溶材(描画、透層)

9谷量

4谷量・

E、油絵の具溶材儀層)

ダマール樹脂溶液①

スタンド亜麻仁油

4容量一ー・・ダマーノレ樹脂溶液①

2容量一・一日光で濃縮しナこ亜麻仁油

1容量一・・・・ヴェネッイア松指

4容量一ー・・テレピン油

※注

9谷量

2谷量一

① Bのダマール樹脂溶液はルッーセ液とほぽ同じ。

② Cの卵テンペラ溶材の保存は密閉(ビンなど)して冷蔵庫で保存する。そうすれは

6ケ月~1ケ年ぐらいは保存可能。さもないと分離してしまう。

2 演習の手順

①木板(パーティクルボード)に、木綿薄布(シーチング)を腰水(1リ、ソトルの水に709の周

で張り付ける。白亜地修水+亜鉛化+重質炭酸カルシウム(又はご'、ん)+水)を地塗し、研

磨紙を用いて平滑にする。

②腰を板の表面に1回塗る。

⑤布の表面にも1回塗る。

⑥布をひっくりかえして、板に張る。その上から、はけで腰を塗り、中の空気を追い出す。

⑪布を板の裏に折り曲げる。(R69(5)a参照)

・ーテレピン油

ー・ヴェネッイア松指(多いと艶が増す)
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板の裏に、腰を塗り、布を引っ張りながら張る。

裏の中央にも布を、表地と同じやり方で張る。

@地塗り(P.70 (6)a参照)

サンドペーパーでこするときは、木片など平担なものにぺーパーを巻き、円 C旦Ω旦空を描く

ように研磨する。

(2)原寸大の下絵素描(カルトン)の上に、トレーシングペーパーを敷き、透けてみえてくる描線

を、鉛筆でなぞりがきする。できるかぎり精密に写す。次に、トレーシングペーパーの裏面に、

揮発性油で希釈し九油絵の具仕性顔料)をこすりつけるような要領で薄い層に塗る。揮発性油

が揮発して乾いたように見え九ら、平滑な地塗りの上にトレーシングペーパーを置き、セロテー

プなどで固定し、ボールペンでなぞりがきし、転写する。

②今回は、 F8の大きさの自画像を製作することにする。

6 試作として、 F8の画用紙に自画像を素描し、顔料(アンバー)を水で溶き、少量の卵テン

ペラ溶材(メデューム)(P.73 -C)を加えたもので筆で単色のハッチングによる素描を

する素描をする。テレピン(5)+ルツーセ(1~2位)の割合で油絵の具(テールベーノレ)を溶

き、はけで塗る。白色顔料(チタニウムホワイト)と卵テンペラ溶材を混ぜ、白色浮出を行う。

私の場合、棚Rは着衣の色のとおりに、油絵の具のテールベールをテレピンとルッーセと混ぜ

九もので塗った。模様の縦じまは、顔料を水と卵テンペラ溶剤で溶い九もので描い九。全体に薄

い感じだっ九ので、もう一度、油絵の具のライトレッドをテレピン5+ルッーセ 1のとき油で全

体にはけで塗っ九。

以上が画用紙での試作の過程である。

⑥試作した画用紙の素描をトレーシングペーパー(輪郭線中心)に写す。

⑥転写しナこトレーシングペーパーの裏へ、油絵の具のライトレッドを、テレピンと同量の分量で

で溶き、滑らかに塗り延ばす。太陽かドライヤーで乾かす。完全に乾燥させすぎると、基底材

への転写が滑らかにいかぬことがあるので要注意。

⑥ 4/5位、乾い九ら、上から、ボールペンなどでゆっくり普通の筆圧でなぞる。

③転写され九素描を、墨は九は製図用インク)を水で薄め九もので、面相筆などの軟考田筆を

もちい、なぞりがきする。顔料(アンバーなどの)を水で溶き、少呈の卵テンペラ溶材(メディ

ウム)(C)を加え九もので、筆で単色(モノクローム)素描をする。透そう、半被覆、被覆に用い、

強弱を付けながら、明職力果をねらう。希釈剤としての水は蒸留水が望ましい。(かびがはえない)

④ダマール樹脂溶液匡XB)による地透層{独語{1mprimitur}伊語{imprimitura}仏語{CO

Uched'impressionD を塗る。この場合、微量の油絵の具侮士terre-verte など)を

混ぜ、この樹脂溶液を着色する。刷毛目を消す九めに、手あるいは布でさすってもよい。光沢を

桑 本

→、, d:,

子

裏の四方に押しピンを半分さして台に

し、一晩かわかす。
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放ってはいけない。③の素描は、地透層からすけてみえてくる。

②ルツーセ+テレピン1+油絵の具テールベール少量を鼎1毛でゆっくり1~2回塗る。

厚く塗りすぎると、ルツーセの裡腹が強すぎていけない。

⑯卵テンペラ溶材1+水1+チタニウムホワイト噸料)耳掻き 1杯を溶き、平均に塗る。

⑤白色顔料(亜鉛華、鉛白、チタン白)と卵テンペラ溶材を混ぜ、白色浮出(weisshohnung)

を行う。白色浮出とは、量感(ポリューム)効果をねらい、卵テンペラ白を用いて、対象物(あ

るいはそれを取り囲む空間)に生じる『光りと影による明暗(キアロスクロ)』の中の明部を、

左右の傾線(ハッチンク)を重ねながら、まナこは面的に塗りながら、描くことであるこれを実施

するにあたって、基本的に三段階に分ける。第一層は、薄すぎるくらいのヴェールをかぶせるよ

うに、画面全体を覆う。この調子は、その下の素描を少しぼかさせることになるが、中間調子

(ハーフトーン)を形づくる。第二層は、影部を除い九半影部までにしておく。第三層は、明部

を覆う。このそれぞ才隈なる濃度の三層によって出来る状態は、写真現像時の失敗で映像力鞘く

しかでない状態と似ている。第一層から第二層、第三層となるにし九がって、卵テンペラ溶材の

濃度は薄くなり、白色顔料の分量は増してくる。これは油絵の具を重層していく場合の、上層ほ

ど乾性油の分量が増える原則と、ちょうど②になる。

②第一層

卵テンペラ溶材1+水少し+顔料のチタニウムホワイト

6 第二層

卵テンペラ溶材1+水1+チタニウムホワイト

⑥第三層

卵テンペラ溶材'1+水2 +チタニウムホワイト

だんだん卵テンペラ溶材の分量を少なくしていく。

⑥もう一度④と⑤の工程を繰り返し(明暗効果をさらに精緻なものにしてよい。)

ま九卵テンペラ白と白色卵油絵の具(鉛白と亜麻仁油を練り合わせたもの)を混合し、物体性

のある厚塗り力河能な、自由自在な筆捌きを生かす手法を活用してもよい。

白色浮出に用いる顔料は、字義どぅり白色顔料のみということではなく、少量有彩色の顔料

を加えるの力三一般的である。また、有彩色の顔料を卵テンペラ溶材で練り合わせ、上層描きとの

掛け合わせによる発色効果の下色として、塗ってもよい。明暗、量感の平衡(バランス)をみな

がら、自ら納得のいくところまで整理しながら進めていく。

②私の場合、製作時間がすくないせいもあって、洋服の部分は、油絵の具+ルッーセ+テレピ

ンで塗っナこ。

⑮バックはカドムームレッドを少量のルッーセで溶き全体に塗った。そのうえからボカシ用の

刷毛で、叩き込むようにして、塗りむらをなくし九。

西洋画にみられる古典技法の研究
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桑 本

や

子

⑦完成にむかって、透層、半被覆、被覆の上層描きを行

う。透層する場合、とく微量の鉛白を混ぜることを勧め

る。彰繰が速まると伺時に絵の具層の構造が堅固となる

どのような場合であっても、油絵の具溶材は必要最小限

度用いる。

②ロウアンバーをテレピンで薄く溶いて、全体に被覆

する。

⑯再度、上層描きを行う。

⑥カドミニウムレッドのうぇから、カドミニウムイエ

ローでハッチングを行う。

もう少し、透層と、上層描きを繰り返し、画面に深み

画用紙による試作
(2)一伍)

イば》

〆寺

气、

を表現し九い。納得のいくところまで描き込んだ作品をテ'゜ラロ完
載せるべきではあるが、テンペラの製作方法がひととおり理解できナこということでこの項を終り

にしナこい。

左同
(6)一伍)
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